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1.1 集合

定義 1. (集合)

1. 次のような性質をもつ, “もの” の集まりを集合という.

i. あるものが集合に属するか, どうかが、明確に判断できる.

ii. 集合に属する2つのものが, 同一であるかどうか判断できる.

2. 集合を構成するものを, その集合の要素(あるいは元(げん))という.

3. もの x が, 集合 X の要素であることを, x は X に 属するといい,

x ∈ X または X ∋ x と表す.

x1 ∈ X,x2 ∈ X, . . . , xn ∈ X を x1, x2, . . . , xn ∈ X と略記する.

4. ものxが, 集合Xの要素でないことを, x ̸∈ X または X ̸∋ x と表し,

x は X に属さないという.

5. 集合を要素とする集合を集合族という.
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定義 2. (集合の記法)

1. 要素 x1, x2, . . . , xnからなる集合を {x1, x2, . . . , xn}と表す. (外延的記法)

2. P (x)をxに関する条件とする.

P (x)を満たす x を要素とし, かつ, そのような x だけを要素とする集

合を {x | P (x)} と表す. (内延的記法)

3. 複数の条件 P1(x), . . . , Pn(x) があるとき、P1(x), . . . , Pn(x) をすべて満

たす x を要素とし、かつ、そのような x だけを要素とする集合を

{x | P1(x), . . . , Pn(x)} と表す。

4. Xを集合とするとき、{x | x ∈ X, P (x)} を{x | P (x)} と略記する。

注意 3. (集合の記法)

1. 中カッコ “ {”, “ } ” を用いる。要素を コンマ “ , ”で区切る．

2. {x | P (x)} の中の x は、カッコ “ { ”と “ } ” の中だけで通用する変

数。したがって，{x | P (x)} = {y | P (y)} = {z | P (z)}.
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